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在宅医療と介護の連携強化
（１）切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の推進
●在宅医療と介護連携の推進を図るため、関係機関との連携を進めます。

●医療ニーズと介護ニーズを併せ持つ高齢者を地域で支援していくため、大阪府が策定する医療計画と整合性を保ちつつ、医療や介護に関する情報の一元化や切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築など、在宅医療と介護の連携強化を進めます。

●地域の医療・介護の資源に関する情報を把握し、市民や関係者が必要とする情報をホームページなど様々な媒体により提供することにより、医療機関や介護サービス事業者などへのアクセス向上を図ります。

●地域の医療・介護関係者等が参画する地域ケア会議や在宅医療・介護連携推進会議などにおいて、医療と介護に関する地域資源などの情報を共有しながら、地域の実情に応じた在宅生活支援のあり方や、関係機関が連携するにあたっての課題とその対応策、在宅医療やその機能の普及啓発活動等について、多職種で連携して検討を進めます。

●病院から在宅医療への円滑な移行や安定的な在宅療養生活を継続するため、地域の医療・介護関係者の協力を得ながら、在宅医療と在宅介護が切れ目なく提供される体制の構築を進めます。

●病院からの退院時において関係機関が必要な情報の共有化ができるよう、連絡票や情報提供書などの情報共有ツールの利用促進を通じて、地域の医療・介護関係者間の情報共有を支援します。

●地域住民が在宅医療や介護について理解し、在宅での療養が必要になったときに必要なサービスを適切に選択できるよう、普及啓発に取組みます。

●大阪府や中河内二次医療圏の３市（八尾市・東大阪市・柏原市）、保健所などと連携し、課題の共有など広域連携が必要な事項について調整を行います。

●地域の医療・介護関係者から、在宅医療・介護連携に関する相談への対応や連携調整、情報提供等を行う相談窓口を設置します。

（２）研修会などを通じた在宅医療と介護の連携強化
●医療と介護の情報の共有化、医療と介護の連携に対応できる人材育成のため、引き続き多職種連携研修を実施します。

●地域ケア会議や在宅医療・介護連携推進会議などの場において在宅医療・介護連携の課題を抽出し、その対応策を検討するとともに、ケアマネジャーに対する相談支援や多職種連携の研修会などを通じて、在宅医療と介護の連携強化に取組みます。

■主な事業
	事業名
	内容

	地域の医療・介護の資源の把握
	介護サービス事業者の検索や医療情報のリンク集などから情報の閲覧ができるよう、市ホームページにて掲載します。

	在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討
	多職種協働による地域ケア会議や在宅医療・介護連携推進会議などの場で、在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策を検討します。

	切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進
	在宅医療と介護の連携を推進し、多職種協働による包括的かつ継続的な在宅医療・介護の支援体制を構築します。

	
	冊子「病院とケアマネジャーとの連携を進めるために」を活用し、退院時の医療と介護の連携を進めます。

	医療・介護関係者の情報共有の支援
	八尾市及び医師会、八尾市介護保険事業者連絡協議会と共同で作成した連携に必要な情報共有ツール（連絡票、居宅サービス情報提供書、意見照会書など）の利用促進を図ります。

	在宅医療・介護連携に関する相談支援
	高齢者の総合相談窓口である校区高齢者あんしんセンターの周知を行います。

	
	地域の医療・介護関係者からの在宅医療・介護連携に関する相談等への対応や医療・介護関係者へ情報提供等を行う相談窓口を設置します。

	医療・介護関係者の研修
	地域の医療・介護関係者の連携を実現するために、多職種連携研修会などを通じて多職種でのグループワークにおいて意見交換を行います。

	地域住民への普及啓発
	地域住民が在宅医療や介護について理解し、在宅での療養が必要になったときに必要なサービスを適切に選択できるよう普及啓発に努めます。

	在宅医療・介護連携に関する関係市区町村の連携
	中河内二次医療圏３市及び保健所との連携を強化し、課題の共有を図ります。



■主な見込み量
	
	平成30年度
（2018年度）
	平成31年度
（2019年度）
	平成32年度
（2020年度）

	地域ケア会議開催回数
	102回
	107回
	112回

	
	連絡協議会
	2回
	2回
	2回

	
	ケース会議（地域別会議）
〈うち随時会議〉
	100回
〈70回〉
	105回
〈75回〉
	110回
〈80回〉

	在宅医療・介護連携に関する相談件数
	80件
	90件
	100件



